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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期
第２四半期
連結累計期間

第51期
第２四半期
連結累計期間

第50期

会計期間
自平成22年10月１日
至平成23年３月31日

自平成23年10月１日
至平成24年３月31日

自平成22年10月１日
至平成23年９月30日

売上高（百万円） 20,734 20,747 44,246

経常利益（百万円） 1,974 2,072 4,802

四半期（当期）純利益（百万円） 1,333 1,104 3,115

四半期包括利益又は包括利益（百万円） 1,162 1,909 2,730

純資産額（百万円） 58,527 61,150 59,766

総資産額（百万円） 75,956 78,817 78,443

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 32.11 26.59 75.02

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 77.1 77.6 76.2

営業活動によるキャッシュ・フロー

（百万円）
3,478 1,860 6,175

投資活動によるキャッシュ・フロー

（百万円）
△951 288 △3,438

財務活動によるキャッシュ・フロー

（百万円）
△637 △631 △1,060

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（百万円）
15,007 16,382 14,706

　

回次
第50期
第２四半期
連結会計期間

第51期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成23年１月１日
至平成23年３月31日

自平成24年１月１日
至平成24年３月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 14.06 18.28

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第50期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

　ません。

５．上表において、長谷川香料従業員持株会専用信託が所有する当社株式は、１株当たり情報の算定上の基礎とな
る期中平均株式数に含まれております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。なお、当第２四半期連結累計期間において、長谷川ビジネスサービス株式会社を新たに設立し、連

結の範囲に含めております。この結果、連結子会社は４社となりました。また、新たに設立した子会社の報告セグメン

トは「日本」であります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

  当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にあるなか

で、企業の生産活動や個人消費を中心に緩やかに持ち直す動きも見られたものの、欧州債務危機を背景とした海外

景気の悪化懸念や円高の長期化等、景気が下振れするリスクが存在し、先行きが不透明な状況で推移いたしました。

　一方、香料業界は、国内市場の成熟化、同業者間での競争激化、品質保証に対する要求強化など依然として厳しい状

況にありました。

　このような厳しい環境の中で、当社グループは製品の品質管理と安全性の確保を第一に、研究・技術開発力の一層

の向上に努め、当社独自の高品質・高付加価値製品の開発に注力してまいりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間におきましては、売上高は20,747百万円（前年同期比0.1％増）と増収とな

りました。

部門別に見ますと、フレグランス部門は、長谷川香料（上海）有限公司の同部門の売上が増加したこと等を主因

に前年同期比2.9％増加し、2,841百万円（製品：売上高2,601百万円、前年同期比2.8％増　商品：売上高240百万円、

前年同期比4.1％増）となりました。

　食品部門は、一部の健康食品向けの売上が減少したこと等を主因に前年同期比0.4％減少し、17,906百万円（製

品：売上高16,651百万円、前年同期比1.5％減　商品：売上高1,254百万円、前年同期比18.1％増）となりました。

　利益につきましては、営業利益は、販売費及び一般管理費の増加を主因に前年同期に比べ51百万円（2.9％）減少

し、1,754百万円となりました。経常利益は、為替差益の計上等による営業外収益の増加を主因に前年同期に比べ97

百万円（5.0％）増加し、2,072百万円となりました。四半期純利益は、前年同期に特別利益に計上した退職給付制度

終了益がなくなったこと、法人税率引き下げに関する法律の公布に伴う繰延税金資産の取り崩しによる税金費用の

負担増加を主因に前年同期に比べ228百万円（17.2％）減少し、1,104百万円となりました。

　また、海外連結子会社は、長谷川香料（上海）有限公司の売上高は前年同期比2.7％の増収（現地通貨ベースでは

同3.1％の増収）、T.HASEGAWA U.S.A.,INC.は同13.1％の増収（現地通貨ベースでは同19.1％の増収）となりまし

た。

  セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、セグメントごとの業績については、セグメント間の内部売

上高等を含めて記載しております。

　 ①日本

 　売上高は18,307百万円（前年同期比0.6%減）、セグメント利益は1,717百万円（前年同期比25.8%減）となりまし

た。

　 ②中国

 　売上高は1,926百万円（前年同期比2.7%増）、セグメント利益は341百万円（前年同期比28.0%増）となりました。

③米国

　 売上高は801百万円（前年同期比12.0%増）、セグメント利益は15百万円（前年同期比12.4%減）となりました。
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 　（2）キャッシュ・フローの状況

   当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は前連結会計年度末に比べ1,676

百万円増加（前年同四半期連結累計期間は1,910百万円増加）し、16,382百万円となりました。当第２四半期連結累

計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動の結果増加した資金は1,860百万円（前年同四半期連結累計期間は3,478百万円増加）となりました。こ

れは主に税金等調整前四半期純利益が2,019百万円、減価償却費が1,519百万円であった一方で、法人税等の支払額が

710百万円、仕入債務の減少額が340百万円、賞与引当金の減少額が332百万円であったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動の結果増加した資金は288百万円（前年同四半期連結累計期間は951百万円減少）となりました。これは

主に有価証券の償還が1,500百万円であった一方で、有形固定資産の取得が1,088百万円であったことによるもので

あります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果減少した資金は631百万円(前年同四半期連結累計期間は637百万円減少)となりました。これは主

に配当金の支払によるものであります。

　

　 （3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　       当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

   （4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、1,814百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

                 普通株式 160,000,000

計 160,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年５月14日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

   普通株式 42,708,154 42,708,154
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は100

株であります。

計 42,708,154 42,708,154 － －

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
 発行済株式 
 総数増減数
      （株）

 発行済株式　
　　　　
 総数残高 
      （株）

  資本金   　
　

　増減額   
　（百万円）

資本金　　
残高  

  （百万円）

 資本準備金 
 増減額
  （百万円）

 資本準備金 
 残高
  （百万円）

 平成24年１月１日～

　

 平成24年３月31日　

－ 42,708,154 － 5,364 － 6,554
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（６）【大株主の状況】

 平成24年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（百株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社長谷川藤太郎商店 東京都中央区日本橋本町4-4-14 160,347 37.54

ステート ストリート バンク 

アンド トラスト カンパニー

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS

02101 U.S.A.

85,424 20.00

（常任代理人：香港上海銀行東

京支店）

（東京都中央区日本橋3-11-1）

公益財団法人長谷川留学生奨学

財団

東京都中央区日本橋本町4-4-14 20,000 4.68

長谷川香料従業員持株会 東京都中央区日本橋本町4-4-14 14,131 3.30

長谷川香料株式会社　 東京都中央区日本橋本町4-4-14　 11,795 2.76

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海1-8-11 6,706 1.57

メロン　バンク　トリーティーク

ライアンツ　オムニバス

ONE BOSTON PLACE BOSTON,MA 021085,764 1.34

（常任代理人：株式会社みずほ

コーポレート銀行決済営業部）

（東京都中央区月島4-16-13）

アールービーシー　デクシア　イ

ンベスター　サービシーズ　トラ

スト,ロンドン　クライアント　

アカウント

71 QUEEN VICTORIA STREET,LONDON,

EC4V 4DE,UNITED KINGDOM

4,505 1.05

（常任代理人：シティバンク銀

行株式会社）

（東京都品川区東品川2-3-14）

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）

　東京都港区浜松町2-11-3 　4,020 0.94

野村信託銀行株式会社（長谷川

香料従業員持株会専用信託口）

東京都千代田区大手町2-2-2 3,889 0.91

計 － 316,581 74.12

　（注）１. 上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

6,706百株および日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）4,020百株であります。

２．ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニーは、株主名簿上では所有株式数の割合が10％を

超えていますが、当社としては当第２四半期会計期間末現在における実質所有状況の確認は出来ておりませ

ん。

３．ファースト・イーグル・インベストメント・マネジメント・エルエルシーから、平成21年12月10日付で提出

された大量保有報告書等の写しにより、平成21年12月７日現在で93,418百株を保有している旨の報告を受け

ておりますが、当社としては当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認が出来ませんの

で、上記大株主の状況には含めておりません。

　なお、ファースト・イーグル・インベストメント・マネジメント・エルエルシーの大量保有報告書等の写

しの内容は以下の通りであります。

大量保有者　　：ファースト・イーグル・インベストメント・マネジメント・エルエルシー

住　　　所　　：アメリカ合衆国ニューヨーク州ニューヨーク市アベニュー・オブ・ジ・アメリカズ1345

保有株券等の数：普通株式　9,341,800株

株券等保有割合：21.87％
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  1,179,500 － 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 41,490,600 414,906  同上

単元未満株式 普通株式　   38,054 － －

発行済株式総数 42,708,154 － －

総株主の議決権 － 414,906 －

(注)「完全議決権株式（自己株式等）」の欄はすべて当社保有の自己株式であります。

②【自己株式等】

 平成24年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

長谷川香料株式会社
東京都中央区

日本橋本町4-4-14
1,179,500 － 1,179,500 2.76

計 － 1,179,500 － 1,179,500 2.76

 (注）上記のほか、平成24年３月31日現在の四半期連結貸借対照表において自己株式として表示している当社株式が

388,900株あります。これは、従業員株式所有制度の導入により、平成22年９月17日付で野村信託銀行株式会社

「長谷川香料従業員持株会専用信託口」（以下「従持信託」といいます。）へ譲渡した自己株式590,400株のう

ち、平成24年３月31日現在、従持信託が所有している当社株式であります。
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年１月１日から平成

24年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年10月１日から平成24年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,717 6,894

受取手形及び売掛金 14,520 ※2
 14,537

有価証券 8,498 9,498

商品及び製品 5,959 6,171

仕掛品 80 84

原材料及び貯蔵品 4,038 4,090

その他 1,195 1,143

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 42,008 42,416

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,389 14,316

その他（純額） 12,411 12,602

有形固定資産合計 26,800 26,918

無形固定資産

その他 658 491

無形固定資産合計 658 491

投資その他の資産

投資有価証券 6,999 7,053

その他 2,029 1,991

貸倒引当金 △53 △54

投資その他の資産合計 8,975 8,990

固定資産合計 36,434 36,400

資産合計 78,443 78,817

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,193 5,888

1年内返済予定の長期借入金 171 163

未払法人税等 720 649

賞与引当金 1,011 679

役員賞与引当金 39 －

資産除去債務 5 5

その他 3,248 3,118

流動負債合計 11,391 10,504

固定負債

長期借入金 472 393

退職給付引当金 5,488 5,513

役員退職慰労引当金 1,033 1,039

資産除去債務 96 96

その他 194 119

固定負債合計 7,285 7,162

負債合計 18,676 17,667
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,364 5,364

資本剰余金 6,700 6,700

利益剰余金 49,626 50,107

自己株式 △1,987 △1,891

株主資本合計 59,704 60,282

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,247 2,467

為替換算調整勘定 △2,185 △1,599

その他の包括利益累計額合計 62 867

純資産合計 59,766 61,150

負債純資産合計 78,443 78,817
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年３月31日)

売上高 20,734 20,747

売上原価 13,722 13,748

売上総利益 7,011 6,999

販売費及び一般管理費 ※1
 5,205

※1
 5,244

営業利益 1,806 1,754

営業外収益

受取利息 19 24

受取配当金 91 119

為替差益 36 161

その他 57 52

営業外収益合計 204 356

営業外費用

支払利息 4 2

設備賃貸費用 28 32

その他 3 3

営業外費用合計 36 39

経常利益 1,974 2,072

特別利益

貸倒引当金戻入額 0 －

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 0 －

退職給付制度終了益 333 －

特別利益合計 334 0

特別損失

固定資産売却損 － 0

固定資産廃棄損 53 49

投資有価証券評価損 83 －

貸倒引当金繰入額 0 3

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 79 －

特別損失合計 217 53

税金等調整前四半期純利益 2,091 2,019

法人税等 758 915

少数株主損益調整前四半期純利益 1,333 1,104

四半期純利益 1,333 1,104
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,333 1,104

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △236 219

為替換算調整勘定 65 585

その他の包括利益合計 △171 805

四半期包括利益 1,162 1,909

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,162 1,909
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,091 2,019

減価償却費 1,577 1,519

退職給付引当金の増減額（△は減少） △632 25

前払年金費用の増減額（△は増加） △36 15

退職給付制度終了に伴う未払金の増減額（△は
減少）

233 △81

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △27 6

賞与引当金の増減額（△は減少） △303 △332

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △27 △39

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 1

受取利息及び受取配当金 △110 △143

支払利息 4 2

為替差損益（△は益） △28 △145

有形固定資産売却損益（△は益） △0 △0

固定資産廃棄損 53 49

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 83 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 79 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,676 87

たな卸資産の増減額（△は増加） △399 △179

仕入債務の増減額（△は減少） △777 △340

未収消費税等の増減額（△は増加） 53 △0

未払消費税等の増減額（△は減少） 137 △72

その他 △182 39

小計 4,464 2,430

利息及び配当金の受取額 111 143

利息の支払額 △4 △2

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,092 △710

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,478 1,860

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10 △10

定期預金の払戻による収入 10 10

有価証券の償還による収入 － 1,500

有形固定資産の取得による支出 △934 △1,088

有形固定資産の除却による支出 △5 △76

有形固定資産の売却による収入 0 1

無形固定資産の取得による支出 △67 △15

投資有価証券の取得による支出 △16 △32

投資有価証券の売却による収入 0 －

貸付けによる支出 △37 －

貸付金の回収による収入 109 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △951 288

EDINET提出書類

長谷川香料株式会社(E01034)

四半期報告書

15/24



（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △95 △87

自己株式の取得による支出 △1 △0

自己株式の売却による収入 86 83

配当金の支払額 △622 △622

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △4 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △637 △631

現金及び現金同等物に係る換算差額 21 158

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,910 1,676

現金及び現金同等物の期首残高 13,097 14,706

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 15,007

※1
 16,382

EDINET提出書類

長谷川香料株式会社(E01034)

四半期報告書

16/24



【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年３月31日）

（連結の範囲の重要な変更）　 

 　第１四半期連結会計期間において、長谷川ビジネスサービス株式会社を新たに設立し、連結の範囲に含めております。

この結果、連結子会社は４社となりました。また、新たに設立した子会社の報告セグメントは「日本」であります。　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年３月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に

当該見積実効税率を乗じて計算しております。

EDINET提出書類

長谷川香料株式会社(E01034)

四半期報告書

17/24



【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年３月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

　

（法人税率の変更等による影響）

　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」(平成23年法律第114

号)及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」(平成23年法

律第117号)が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率の引下げ及び

復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定

実効税率は従来の40.5％から、平成24年10月１日に開始する連結会計年度から平成26年10月１日に開始する連結会計年

度に解消が見込まれる一時差異については37.8％に、平成27年10月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれ

る一時差異については35.4％となります。この変更後の税率により、当期首の繰延税金資産及び繰延税金負債を修正した

結果として、繰延税金資産が80百万円減少するとともに、法人税等が273百万円増加しております。　

　

（信託型従業員持株インセンティブ・プランの会計処理について）

　当社は、当社従業員に対する当社の中長期的な企業価値向上のインセンティブ付与と、株主としての資本参加による従

業員の勤労意欲高揚を通じた、当社の恒常的な発展を促すことを目的として、「信託型従業員持株インセンティブ・プラ

ン（E-Ship®）」（以下「本プラン」）を導入しております。本プランは、「長谷川香料従業員持株会」（以下「持株

会」）に加入するすべての従業員を対象とするインセンティブ・プランです。本プランでは、当社が信託銀行に「長谷川

香料従業員持株会専用信託」（以下「従持信託」）を設定し、従持信託は、本プランを導入後５年間にわたり持株会が取

得すると見込まれる規模の当社株式を予め取得します。その後は、従持信託から持株会に対して定時に当社株式の売却が

行われるとともに、信託終了時点で従持信託内に株式売却益相当額が累積した場合には、当該株式売却益相当額が残余財

産として受益者適格要件を満たす者に分配されます。なお、当社は、従持信託が当社株式を取得するための借入に対し保

証をしているため、当社株価の下落により従持信託内に株式売却損相当額が累積し、信託終了時点において従持信託内に

当該株式売却損相当の借入金残債がある場合は、保証契約に基づき、当社が当該残債を弁済することになります。当社は

平成22年９月17日付で、自己株式590千株（821百万円）を従持信託へ譲渡しております。当該自己株式については、当社

から従持信託へ株式を譲渡した時点で売却処理を行っております。また、従持信託が所有する株式を含む資産及び負債な

らびに費用及び収益を、個別総額法により反映し、当社の四半期連結貸借対照表及び四半期連結損益計算書に含めて表示

しております。　

　なお、従持信託が所有する株式については自己株式として表示しており、前連結会計年度末及び当第２四半期連結会計

期間末において、従持信託が所有する当社株式数は、それぞれ458千株、388千株となっております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

項目　
前連結会計年度

（平成23年９月30日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年３月31日）

１．受取手形割引高　 　97百万円 　103百万円　

※２．期末日満期手形の会計処

　　　理

────────────── 　四半期末日満期手形の会計処理について

は、手形交換日をもって決済処理しており

ます。なお、当第２四半期連結会計期間の末

日が金融機関の休日であったため、次の期

末日満期手形が、当第２四半連結会計期間

末残高に含まれております。

  受取手形147百万円

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年３月31日）

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給料及び手当 2,059百万円

賞与引当金繰入額 392

役員退職慰労引当金繰入額 71

退職給付費用 243

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給料及び手当 2,081百万円

賞与引当金繰入額 380

役員退職慰労引当金繰入額 48

退職給付費用 259

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年３月31日）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年３月31日現在） （平成24年３月31日現在）

現金及び預金勘定 9,018百万円

取得日から３ヶ月以内に償還期限の

到来する短期投資（有価証券）

5,999　

　

計　

預入期間が3ヶ月を超える定期預金

15,017百万円　

△10

現金及び現金同等物 15,007百万円

現金及び預金勘定 6,894百万円

取得日から３ヶ月以内に償還期限の

到来する短期投資（有価証券）

9,498　

　

計　

預入期間が3ヶ月を超える定期預金

16,392百万円　

△10

現金及び現金同等物 16,382百万円

EDINET提出書類

長谷川香料株式会社(E01034)

四半期報告書

19/24



（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年３月31日）

１．配当に関する事項

（1)配当金支払額

　（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年11月12日

開催の取締役会
普通株式 622 15 平成22年９月30日 平成22年12月24日利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

　（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年５月10日

開催の取締役会
普通株式 415 10 平成23年３月31日 平成23年６月６日 利益剰余金

　（注）上記(1)(2)における配当金の総額は、従持信託が所有する当社株式に対する配当金も、含めて表示しており

　　　　ます。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年３月31日）

１．配当に関する事項

（1)配当金支払額

　（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年11月11日

開催の取締役会
普通株式 622 15 平成23年９月30日 平成23年12月22日利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

　（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年５月11日

開催の取締役会
普通株式 415 10 平成24年３月31日 平成24年６月４日 利益剰余金

　（注）上記(1)(2)における配当金の総額は、従持信託が所有する当社株式に対する配当金も、含めて表示しており

　　　　ます。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年10月１日 至平成23年３月31日）　

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　

（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１.

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２.

日本 中国 米国 計

売上高       

外部顧客への売上高 18,1721,875 686 20,734 － 20,734
セグメント間の内部売上高又
は振替高

252 0 28 281 △281 －

計 18,4241,875 715 21,015△281 20,734

セグメント利益 2,314 266 17 2,598 △623 1,974

（注）１．セグメント利益の調整額△623百万円は、セグメント間の受取配当金消去△626百万円、その他2百万円で

　　　　　あります。

　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年10月１日 至平成24年３月31日）　

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　

（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１.

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２.

日本 中国 米国 計

売上高       

外部顧客への売上高 18,0981,884 764 20,747 － 20,747
セグメント間の内部売上高又
は振替高

208 42 36 287 △287 －

計 18,3071,926 801 21,035△287 20,747

セグメント利益 1,717 341 15 2,074 △1 2,072

（注）１．セグメント利益の調整額△1百万円は、セグメント間取引に係るたな卸資産の調整額△5百万円、セグメン　

ト間の債権債務消去に係る為替差損益3百万円、その他△0百万円であります。

　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 32円11銭 26円59銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 1,333 1,104

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,333 1,104

普通株式の期中平均株式数（千株） 41,529 41,528

（注）１. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　　　２. 従持信託が所有する当社株式は、１株当たり情報の算定上の基礎となる期中平均株式数に含まれております。

　　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　平成24年５月11日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………415百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年６月４日

　（注）　１.平成24年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

　　　　　２.上記配当金の総額は、従持信託が所有する当社株式に対する配当金も、含めて表示しております。　　　　　　　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年５月10日

長谷川香料株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中野　　眞一　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 峯　　　敬        印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている長谷川香料株式

会社の平成２３年１０月１日から平成２４年９月３０日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２４年１

月１日から平成２４年３月３１日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２３年１０月１日から平成２４年３月３１

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、長谷川香料株式会社及び連結子会社の平成２４年３月３１日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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